
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

iryo@pref.nagano.lg.jpE-mail

（当初）

328

○受講者80人（１回）

H27

（当初）

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26

（決算）

事業番号 04 03 33

～H25

事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 看護補助者活用推進研修事業看護補助者活用推進研修事業看護補助者活用推進研修事業看護補助者活用推進研修事業

健康福祉部

課・室 医療推進課

施策の総合的展開

６－１　健康で長生きできる地域づくり

３　医療従事者の養成・確保

担

当

課

実施期間

部局

総合５か年

計画

プロジェクト  

県が関与

する理由

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県関与の必要性あり

　看護職員の確保・定着の推進及び看護の質の向上のために、看護管理者に対し、効果的な看護補助者の活用を含めた看護管理に必

要な知識、技術を修得し、看護サービス管理能力の向上を図る。

247

○看護補助者を活用することにより、看護職員と看護補助者の業務分担を進め、看護職員の負担軽減に資すると共に雇用の質の向上が

図られるため、県が看護管理者に対し、看護補助者の効果的活用も含めた看護サービス管理能力の向上を図る必要がある。

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的な事業

医療提供体制推進事業費補助金（看護補助者活用推進事業）

【左記の説明、根拠法令等】

看護補助者活用推進研修 委託

看護管理者等を対象に研修会を開催

（委託先：長野県看護協会）

328

161

合計（A)

27年度25年度 26年度26年度26年度26年度24年度

328

0 0

0 328 328161

161

826 8260 826

443 247

328

概　算

人件費

0.10

前年度繰越

当初予算

Aの

財源

県民との協働による実施： 実施中

成果目標・

事業内容

合計 328 247

補正予算

328328

328

H27

目標
目標 成果 達成状況

受講者

２回

128名

１回

80名

１回

57名

未達成

１回

60名

項目

H25末

（実績）

Ｈ26

目標に対

する成果

の状況

　初年度である平成25年度の研修内容を看護補助者活用の関係法規や診療報酬制度といった基礎知識編から、具体的な活用例を基に

様々な方法論を修得する研修内容に発展させて実施することができた。しかし、会場が2か所から１か所になったことで遠方からの参加者

が減少し目標受講数に至らなかった。

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

　研修３年目は、参加者の自施設における取組を教材にし、自施設の課題解決が図れるよう研修方法にディスカッション方式を取り入れる

など、より実践力を重視した参加型の研修とする。そのため受講者数の目標値を80人→60人に変更する。

0.10 0.10

 概算事業費（B（A）+C） 0 1,269 1,073 1,154
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コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 成果目標の達成状況

予

算

額


